
2020年度第 2回（一社）日本生物物理学会理事会議事録 

日時：2020年 9月 5日（土）12:00～14:45 

場所：大阪大学蛋白質研究所 会長室ほか（TV会議） 

 

出席者: 理事総数 17 名 出席理事 16 名 （代表理事を含む） 

代表理事（会長） 原田 慶恵 理事（副会長） 須藤 雄気 

理事（副会長） 小松崎 民樹 理事 秋山 修志 

理事 秋山 良 理事 飯野 亮太 

理事 大上 雅史 理事 岡田 眞里子 

理事 北尾 彰朗 理事 小島 清嗣 

理事 古寺 哲幸 理事 寺川 剛 

理事 西坂 崇之 理事 細川 千絵 

理事 村田 武士 理事 栁澤 実穂 

 

監事: 監事総数 2 名 出席監事 2 名 

監事 笹井 理生 監事 豊島 陽子 

 

オブザーバー:  

邦文誌編集委員長 

2021年度年会委員長 
高橋 聡 

欧文誌編集委員長 中村 春木 

ウェブサイト編集委員長 宮田 真人 

2020年度年会委員長 

関東支部長 
大澤 研二 

2022年度年会委員長 金城 政孝 

東北支部長 田中 良和 

 

陪席者: 

会長室 神瀬 麻里子 

学会事務局 向井 牧子 

 

 

 

 

議長：代表理事（会長） 原田 慶恵 

議事録作成者: 古寺 哲幸 



報告事項: 

1．2020年度年会準備状況（大澤）：報 1 

2．2021年度年会準備状況（高橋） 

3．2022年度年会準備状況（金城） 

4．出版委員会報告（小松崎）：報 4 

5．男女共同参画・若手支援委員会報告（須藤）：報 5 

6．企画啓発活動報告（古寺・細川）：報 6 

7．地区報告 

関東支部（大澤）：報 7 

その他 

 

審議事項:  

1．出版委員会関連議題（小松崎）：議 1 

2．男女共同参画・若手支援委員会関連議題（須藤）：議 2 

3．賞・助成金推薦委員会関連議題（須藤・小松崎）：議 3 

4．生科連次期代表候補者の推薦依頼について（原田）：議 4 

5．2020年度臨時社員総会の開催について（原田）：議 5 

その他 

  



定足数の確認: 

理事会の審議に先立ち、議長・原田慶恵氏より定足数の報告があった。 

理事総数 17名のうち、出席者 16名により過半数を超えた。 

 

報告事項: 

1. 2020年度年会準備状況 

・ 大澤研二氏より、2020年度年会の準備状況が報告された。 

➢ 年会の発表登録状況が報告された。7月1日時点で、一般発表（ポスター発表560件強、

高校生 13件）、シンポジウムでの発表 160件が登録されていると報告された。8月 31日

時点で、参加申込数は、前期分が 900 名程度（一般約 420 名、学生・シニアが約 280

名）、後期分申し込み分（242名＋α）を合わせると 1150名弱となると報告された。 

・ 年会予算案に関連し、オンライン開催は想像するよりも支出が多い（委託費やオンライン会議

開催用システムの利用料等）ということについての説明があった。一方、企業からの出展協力

収入は減少した。ただし、セミナー（ランチョンでない）、シンポジウム前のスライド広告、バナー

広告などを希望する企業があり、事前に案内すれば企業からの様々な形態で協力が得られる

のではないかとの説明があった。 

 

2. 2021年度年会準備状況 

・ 高橋聡氏より、2021 年度年会の準備状況が報告された。会場予約の都合上、半年前までに、

開催方法を判断する。 

 

3. 2022年度年会準備状況 

・ 金城政孝氏より、2022年度年会の準備状況が報告された。日程の第一候補として 2022年

9月 28日（水）～30日（金）、第二候補として 2022年 9月 14日（水）～16日（金）が上

がっていることが報告された。 

 

4. 出版委員会報告 

・ 小松崎民樹氏より、出版委員会の報告があった。 

➢ BPPB編集委員会報告 

・BPPBの出版状況：6編（うち 4編が年会のシンポジウム関連の寄稿）が早期公開されて

いる 

・Editorial と Commentary and Perspectivesの原稿のテンプレートを作成 

・BPPBへの原稿の寄稿についての依頼 

・2020年度の科研費交付（継続。3年目）が決定 

・「大沢流手づくり統計力学」の英文化と BPPBへの掲載について 

・BPPBの表紙画像の更新について 



➢ ウェブサイト編集委員報告 

・SNSの積極活用 

・生物物理について（アウトリーチ活動のサイト）のリニューアルが概ね完成 

 

5. 男女共同参画・若手支援委員会報告 

・ 須藤雄気氏より、男女共同参画・若手支援委員会の報告があった。 

➢ 男女共同参画学協会連絡会について 

・日本生物物理学会が第 20期の幹事学会となる 

➢ 年会での男女共同参画・若手支援委員会が関連する取り組み 

・キャリア支援説明会は初日の昼に、その後に個別キャリア相談会がオンラインで行われる。

（担当：アカリク、寺川剛氏） 

・男女共同参画・若手支援シンポジウムでは、シンポジストとして文部科学省の池田宗太郎

氏、帝人ファーマの上村みどり氏、筑波大の落合陽一氏をお招きして、オンライン形式で行

われる。（担当：大上雅史氏） 

・学生発表賞：121 名の申し込みがあり、審査員を割り振りが行われた。審査は、オンライン

上でポスターを閲覧し、Zoom による短時間の質疑応答によって、行われる予定であること

が述べられた。例年通り応募者の２～３割程度に賞を与える予定である。 

・若手奨励賞：オンラインで例年通りの規模で行える旨が報告された。 

 

6. 企画啓発活動報告 

・ 古寺哲幸氏より、企画啓発活動の一環である講師派遣サポート事業について、3 月以降は新

型コロナウイルスの影響により中止やキャンセルになる依頼が相次いだが、7月以降は5件の

派遣先が決定している状況であることが報告された。 

 

7. 地区報告 

・ 大澤研二氏より、関東支部の活動報告が行われた。2019年度の決算と、理化学研究所で行

われた支部会の様子について報告があった。 

 

審議事項:  

1. 出版委員会関連議題 

・ 小松崎民樹氏より、出版委員会の審議事項について説明があり、質疑応答を経て承認され

た。 

➢ BPPB編集委員会関連審議事項 

・ BPPB Editors’Choice Awardの選考規程の改定 

・ JSTがパイロット運用している J-STAGE Dataへの登録 



将来的にランニングコストが発生すると可能性が考えられるが、パイロット運用中は無

料である。パイロット運用期間終了後も利用を継続するか否かは検討する。 

➢ ウェブサイト編集委員会関連審議事項 

・ ウェブサイト編集委員会規程の「目的」の改定 

・ 理事会を含めた各委員会の目的をウェブサイトで公開する 

・ 日本生物物理学会の細則の改定（学会誌名および委員会名） 

「BIOPHYSICS」→「Biophysics and Physicobiology」 

「ホームページ編集員会」→「ウェブサイト編集委員会」 

・ 学会のウェブサイトの英語のトップページの更新 

・ ウェブサイトに過去の理事のリスト、過去の各委員のリストを掲載する 

・ ウェブサイト編集委員会を定期的に開催する 

・ 学会からの連絡メールの英語対応については、継続審議とする。 

 

2. 男女共同参画・若手支援委員会関連議題 

・ 須藤雄気氏より、年会がオンライン開催される場合の、若手奨励賞および学生発表賞審査員

の年会参加登録の要・不要について発議があった。実地開催であれば年会への参加が前提

となるが、オンライン開催の場合は審査の時間だけアクセスすることが可能である。来年度以

降の対応については継続審議とする。 

 

3. 賞・助成金推薦委員会関連議題 

・ 須藤雄気氏より、2020 年度山田科学振興財団研究援助に加藤英明氏（東京大学）、塚崎智也

氏（奈良先端大）が採択されたことが報告された。井上学術賞・内藤記念科学振興賞・木原記

念財団学術賞の候補者推薦について審議が行われ、学会からの推薦候補者が決定した。 

 

4. 生科連次期代表候補者の推薦依頼について 

・ 原田慶恵氏より、生科連の次期代表候補者として、現生科連代表である小林武彦氏（東京大

学・定量研）を学会から推薦する提案があり、承認された。 

 

5. 2020年度臨時社員総会の開催について 

・ 原田慶恵氏より、2020 年度臨時社員総会の開催についての説明があった。例年、臨時社員

総会で行う、副会長候補および理事候補 10 名を選出する選挙はオンライン投票システムで

行う。臨時社員総会当日は、理事候補の残り3名を Zoomの投票機能等を用いて選挙を行う。

総会に先立って行った選挙結果とあわせ、副会長候補 1 名および理事候補 13 名（予定）を

選出する。 

 



その他 

・ 功労会員や終身会員についての議論は、次回の理事会で審議する。 

・ 原田慶恵氏より、学会設立 60周年記念書籍の出版企画について、出版社と打ち合わせを行

った旨が報告された。 

 

連絡事項： 

1．次回理事会日程について（原田） 

2020年度臨時社員総会・2020年度第 3回理事会 

日時：未定 

場所：大阪大学蛋白質研究所 会長室ほか（TV会議） 

 

その他の発議を求めたところ、格別なしと認められたので、議長は 14:45に閉会を宣言して散会し

た。 

上記の議決を明確にするため、定款第六章第三十三条の規定によりこの議事録を作成し、代表理

事及び監事が次に記名押印する。 

 

2020年 9月 5日 

 

一般社団法人 日本生物物理学会 2020年度第 2回理事会 

 

代表理事      原 田  慶 恵 （印） 

監事          笹 井  理 生 （印） 

監事          豊 島  陽 子 （印） 

 


